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 交通基盤の整備の取組について  

(1)  道路ネットワークの整備  

ア  経緯  

道 路 は 、 県 民 生 活 の 利 便 性 向 上 や 地 域 経 済 の 活 性 化 、

さ ら に は 災 害 時 に お け る 県 民 の 安 全 ・ 安 心 の 確 保 に も

寄与する重要な社会基盤である。  

本 県 で は 、 道 路 部 門 の 実 施 計 画 で あ る 「 か な が わ の

み ち づ く り 計 画 」 に 基 づ き 、 幹 線 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の

形 成 の た め 、 国 や 高 速 道 路 会 社 が 実 施 す る 自 動 車 専 用

道 路 の 整 備 を 促 進 す る と と も に 、 そ れ ら と 一 体 と   

な っ て 機 能 す る イ ン タ ー チ ェ ン ジ 接 続 道 路 の 整 備 な ど

に取り組んできた。  

こ う し た 中 、 圏 央 道 の 一 部 を 構 成 す る さ が み 縦 貫  

道 路 の 全 線 開 通 を は じ め 、 こ れ ま で に 、 新 東 名 高 速  

道 路 の 海 老 名 南 ジ ャ ン ク シ ョ ン か ら 伊 勢 原 ジ ャ ン ク  

シ ョ ン 間 や 、 国 道 129号 戸 田 交 差 点 の 立 体 化 な ど が  

完 成 し 、 さ が み 縦 貫 道 路 の 沿 線 市 町 で は 、 企 業 の 立 地

が進むなどの効果が現れている。  

し か し 、 新 東 名 高 速 道 路 の 未 開 通 区 間 を は じ め と  

す る 、 つ な が る べ き 道 路 を つ な げ て い く た め に は 、  

引き続き、道路整備を進める必要がある。  

特 に 、 国 家 戦 略 特 区 な ど ３ つ の 特 区 指 定 を 受 け て 、

国 際 競 争 力 の 強 化 に 向 け た 人 ・ モ ノ の 円 滑 な 移 動 を  

確 保 す る こ と や 、 近 年 多 発 す る 災 害 へ の 対 応 力 の 強 化

を 図 る こ と 、 東 京 2020オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク

競 技 大 会 の 開 催 効 果 を 県 内 に 波 及 さ せ る こ と は 重 要 で

あ り 、 こ う し た 本 県 の 道 路 を 取 り 巻 く 状 況 の 変 化 に  

対 応 す る た め に も 、 厳 し い 財 政 状 況 の 中 、 効 率 的 ・  

効 果 的 な 幹 線 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 に 取 り 組 ん で  

いる。  
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イ  自動車専用道路網の整備〔主な路線の取組状況〕  

県 土 構 造 の 骨 格 と な る 自 動 車 専 用 道 路 網 の 整 備 を  

促進する。  

(ｱ) 新東名高速道路  

平成 28年２ 月 に静岡県内 の 御殿場ジャ ン クション  

以西が全線開 通し、本年３ 月までに海老 名南ジャン

クションから 伊勢原ジャン クションの区 間が開通し

た 。 現 在 、 中 日 本 高 速 道 路 （ 株 ） が 、 残 る 御 殿 場  

ジャンクショ ンまでの区間 の整備に取り 組んでいる。

用 地 取 得 は ほ ぼ 完 了 し て お り 、 橋 梁 や ト ン ネ ル の  

工事などを進めている。  

(ｲ) 横浜湘南道路・高速横浜環状南線（圏央道）  

新湘南バイ パ スの藤沢イ ン ターチェン ジ から横浜  

横須賀道路の 釜利谷ジャン クションまで を繋ぐ道路

で、国と東日 本高速道路 （ 株）が整備に 取り組んで

い る 。 用 地 取 得 は 両 路 線 と も ほ ぼ 完 了 し て お り 、  

橋梁やトンネルの工事などを進めている。  

(ｳ) 横浜北西線  

第 三 京 浜 道 路 の 港 北 イ ン タ ー チ ェ ン ジ か ら 東 名  

高速道路の横 浜青葉インタ ーチェンジを 繋ぐ道路で、

首都高速道路 （株）と横浜 市が整備に取 り組んでい

る。用地取得 は完了し、橋 梁やトンネル の工事など

を進めている。  

(ｴ) 厚木秦野道路（国道 246号バイパス）  

圏央道の圏 央 厚木インタ ー チェンジか ら 新東名高

速道路の（仮 称）秦野イン ターチェンジ を繋ぐ道路

で、計画 延長 約 29kmのう ち 延長約 14kmの 区間におい

て、国が、用 地取得や橋梁 の工事などを 進めている。  

 

ウ  インターチェンジ接続道路の整備〔主な路線の取組  

状況〕  

新 た に 整 備 さ れ る 自 動 車 専 用 道 路 へ の 円 滑 な ア ク   

セ ス を 確 保 す る た め 、 イ ン タ ー チ ェ ン ジ 接 続 道 路 の   

整備を推進する。  
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(ｱ) 県道 603号（上粕屋厚木）  

新東名高速 道 路の伊勢原 大 山インター チ ェンジに  

接続するバイ パス道路で、 用地取得は完 了し、本年

７月に一部区 間を開通させ 、現在、 イン ターチェン

ジの料金所に 接続する区間 の 舗装工事な どを進めて

いる。  

(ｲ) 都市計画道路  横浜藤沢線〔関谷工区〕  

横浜湘南道 路 および高速 横 浜環状南線 の （仮称）  

栄 イ ン タ ー チ ェ ン ジ ・ ジ ャ ン ク シ ョ ン へ 接 続 す る   

道 路 で 、 ６ 車 線 化 の 整 備 に 取 り 組 ん で い る 。 用 地   

取得率は約９ 割であり、残 る用地の取得 や歩道設置

工事などを進めている。  

エ  交流幹線道路網の整備〔主な路線の取組状況〕  

自動車専用 道 路網を補完 し て、地域の 交 流・連携を

支える幹線道路網の整備を推進する。  

(ｱ) 県道 26号（横須賀三崎）〔三浦縦貫道路Ⅱ期〕  

横浜横須 賀道 路の衣笠 イン ターチェ ンジ に、有料

道 路 で あ る Ⅰ 期 区 間 と 一 体 と な っ て 接 続 す る バ イ  

パ ス 道 路 で 、 用 地 取 得 は 完 了 し 、 橋 梁 工 事 な ど を  

進めている。  

(ｲ) 県道 611号（大山板戸）〔大山バイパス〕  

新たな観 光の 核づくり を進 めている 「大 山」への

ア ク セ ス を 強 化 す る バ イ パ ス 道 路 で 、 用 地 取 得 は  

完了し、橋梁工事などを進めている。  

( ｳ )  県 道 731号 （ 矢 倉 沢 仙 石 原 ） 〔 南 足 柄 市 と 箱 根 町

を連絡する道路〕  

既 存 の 林 道 を 活 用 し て 、 新 た な ネ ッ ト ワ ー ク を

構築する道路で、用地取得は完了し、法面対策工事

などを進めている。  

(ｴ) 県道 42号（藤沢座間厚木）〔Ⅱ期工区〕  

県央地域 の東 西方向の 連絡 を強化し 、厚 木市街地

の渋滞を緩和する外郭環状道路で、用地取得と橋梁

工事などを進めている。  
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(ｵ) 県道 64号（伊勢原津久井）〔古在家バイパス〕  

清 川 村 の幅 員狭 小 箇 所を 回避 す る バイ パス 道 路で、

用地取得は完了し、橋梁工事などを進めている。  

オ  今後の取組  

県 内 で は 、 自 動 車 専 用 道 路 網 の 整 備 な ど に よ り 、  

移 動 性 の 向 上 や 渋 滞 の 改 善 が 図 ら れ 、 観 光 振 興 や 企 業

活 動 の 活 性 化 な ど の 大 き な ス ト ッ ク 効 果 が 現 れ 始 め て

いる。  

活 力 と 魅 力 あ る 神 奈 川 を 実 現 す る た め に は 、 幹 線  

道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 が 大 き な 役 割 を 担 う こ と か ら 、

引 き 続 き 、 「 か な が わ の み ち づ く り 計 画 」 に 基 づ き 、

整備を推進していく。  

な お 、 計 画 期 間 （ 平 成 28 年 度 ～ 令 和 ７ 年 度 ） に   

おける目標は、以下のとおりである。  

・自動車専用道路網の整備       : 10路線  供用 67km  

・インターチェンジ接続道路の整備 : ３路線  供用４ km  

・交流幹線道路網の整備        : 41路線  供用 28km  
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＜自動車専用 道 路網の整備＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜インターチ ェ ンジ 接続道路 、 交流幹線道路 網 の整備 (主な路線 )＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参  考  
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(2) 鉄道ネットワークの整備  

ア  経緯  

本 県 に お け る 交 通 施 策 の 基 本 的 な 方 向 を 示 す 「 か な

が わ 交 通 計 画 」 で は 、 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク と と も に 、  

鉄 道 ネ ッ ト ワ ー ク を 充 実 さ せ る こ と で 、 県 内 外 の 地 域

間 の 連 携 強 化 や 、 利 便 性 、 快 適 性 の 向 上 な ど を 図 る  

こととしている。  

こ の う ち 、 全 国 と の 交 流 連 携 の 強 化 を 図 る も の と  

し て 、 リ ニ ア 中 央 新 幹 線 の 整 備 促 進 や 、 寒 川 町 倉 見 地

区 へ の 東 海 道 新 幹 線 新 駅 の 誘 致 に 取 り 組 ん で お り 、  

本 県 の 新 た な 交 流 連 携 の 窓 口 と し て 、 リ ニ ア 中 央   

新 幹 線 県 内 駅 （ 橋 本 駅 周 辺 ） を 核 と す る 「 北 の    

ゲ ー ト 」 と 、 東 海 道 新 幹 線 新 駅 を 核 と す る 「 南 の   

ゲート」の形成に向けた取組が進められている。  

こ の ほ か 、 通 勤 ・ 通 学 時 の 混 雑 緩 和 、 速 達 性 の 向 上 、

新 幹 線 へ の ア ク セ ス 強 化 な ど の た め 、 鉄 道 網 の 整 備 を

促 進 し て お り 、 こ れ ま で に 横 浜 市 営 地 下 鉄 グ リ ー ン  

ラ イ ン の 開 業 や 、 東 急 東 横 線 ・ 東 急 田 園 都 市 線 の 一 部  

区 間 の 複 々 線 化 が 実 現 さ れ 、 現 在 は 、 神 奈 川 東 部 方 面

線の整備が進められているところである。  

な お 、 東 京 圏 に お け る 都 市 鉄 道 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備

は 、 こ れ ま で 国 の 審 議 会 の 答 申 に 沿 う 形 で 進 め ら れ て

き て お り 、 2016 （ 平 成 28 ） 年 ４ 月 に 、 「 東 京 圏 に   

お け る 今 後 の 都 市 鉄 道 の あ り 方 」 に つ い て 、 新 た な  

答 申 （ 交 通 政 策 審 議 会 答 申 第 198号 ） が 示 さ れ 、 本 県  

か ら 交 通 政 策 審 議 会 に 対 し 提 案 し た 路 線 が 、 全 て 盛 り

込まれたところである。  

 

イ  主な取組  

(ｱ) 新幹線の整備（南北のゲートの形成）  

ａ  リニア中央新幹線の建設促進（事業中）  

2027(令和９ )年の品川 ・名 古屋間開 業に 向けて 、  

事 業 が 進 め ら れ て お り 、 本 県 に お い て も 、 非 常 口  

設 置 工 事 や 、 今 年 ３ 月 末 に 移 転 し た 県 立 相 原 高 校  
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跡地に設置さ れる 県内駅の 工事が契約さ れるなど、

着実に事業進 捗が図られて いる。今後も 、 県、県内

全市町村、経 済団体で構成 する「リニア 中央新幹線

建設促進神奈 川県期成同盟 会」を通じて 、ＪＲ東海

や国等に対し 、早期完成に 向けた要望活 動を行うと

ともに、地元 に対して十分 な情報提供や 丁寧な対 応

を図るよう、ＪＲ東海に求めていく。  

また、リニ ア 中央新幹線 県 内駅が設置 さ れる橋本

駅周辺地区で は、まちづく りの主体であ る地元相模

原市に協力し 、魅力あるま ちづくりの実 現に向け、

技術的助言を行っている。  

さらに、リニ ア中央新幹線 の建設促進を 図る ため、

ＪＲ東海から 受託している 用地取得業務 を、相模原

市と連携しながら進めている。  

ｂ  東海道新幹線新駅の誘致  

県、関係市 町 、経済団体 等 で構成する 「 神奈川県  

東海道新幹線 新駅設置促進 期成同盟会」 を通じて、

ＪＲ東海や国 等に対し、新 駅 誘致に向け た要望活動

を行っている。  

また、新駅の 受け皿となる ツインシティ をはじめ、

地域の魅力あるまちづくりの取組を進めている。  

(ｲ) その他の鉄道網の整備〔主な路線の取組状況〕  

ａ  ＪＲ相模線の複線化  

現在単線で あ る茅ケ崎駅 か ら橋本駅ま で の間を複  

線化する計画 で、「北のゲ ート」と「南 のゲート」

の連携強化が期待される。  

県、沿線市 町 、経済団体 で 構成する「 相 模線複線  

化等促進期成 同盟会」を通 じて、ＪＲ東 日本や国等

に 対 し 、 複 線 化 等 の 早 期 実 現 に 向 け た 要 望 活 動 を  

行っている。  

また、 2016（ 平成 28） 年３ 月に設立 した 「相模線  

沿線活性化協 議会」を通じ て、県、沿線 市町、経済

団 体 と Ｊ Ｒ 東 日 本 が 連 携 し 、 相 模 線 と 沿 線 地 域 の  

活性化を目的 とした、相模 線の利用促進 に取り組ん

でいる。  
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ｂ  相鉄いずみ野線の延伸  

相鉄いずみ 野 線の湘南台 駅 から東海道 新 幹線新駅

を誘致してい る 寒川町倉見 地区まで延伸 を行う計画

で、県央部と 、横浜市中心 部や都心部と のアクセス

利便性の向上が期待される。  

先行区間と し て、 湘南台 駅 から慶應義 塾 大学湘南

藤沢キャンパス付近までの延伸を目指すこととしている。  

県 、 関 係 自 治 体 、 相 模 鉄 道 、 慶 應 義 塾 大 学 等 が  

連携し、実現に向けた検討に取り組んでいる。  

   ｃ  神奈川東部方面線整備事業（事業中）  

相鉄線の西 谷 駅と、ＪＲ 東 海道貨物線 横 浜羽沢駅  

付近を結ぶ相 鉄・ＪＲ直通 線と、ＪＲ東 海道貨物線

横浜羽沢駅付 近と、東急線 の日吉駅を結 ぶ相鉄・東

急直通線で構 成され、相鉄 線とＪＲ線・ 東急線が相

互に乗り入れ する計画で、 このうち、相 鉄・ＪＲ直

通線は、 11月 30日（土）に開業予定となっている。  

県は、県央 部 や横浜市西 部 から、東京 都 心部への  

速達性の向上 などが期待さ れるこ とから 「都市鉄道

等利便増進法 」に基づき、 整備主体であ る独立行政

法人鉄道建設 ・運輸施設整 備支援機構に 対し、国や

横浜市と協調し、建設費の補助を行っている。  

ｄ  村岡新駅（仮称）の設置  

東海道本線 の 大船駅・藤 沢 駅間の藤沢 市 村岡地区  

に、新駅を設 置する計画で 、併せて、周 辺の藤沢市

村岡地区と鎌 倉市深沢地区 では、藤沢市 と鎌倉市が

一体的なまち づくりに向け た検討が進め られている。  

県 は 、 藤 沢 市 、 鎌 倉 市 と と も に 、 「 村 岡 新 駅  

（ 仮 称 ） 設 置 協 議 会 」 を 設 置 し て 、 新 駅 の 実 現 に  

向けた取組を進めている。  
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ウ  今後の取組  

南 北 ２ つ の ゲ ー ト に つ い て は 、 駅 設 置 が 前 提 と な る  

こ と か ら 、 引 き 続 き 、 期 成 同 盟 会 を 通 じ て Ｊ Ｒ 東 海 や  

国に対し、早期実現を働きかけるとともに、周辺のまち

づくりに向けて、関係市町と連携した取組を進めていく。  

その他の鉄道 網の整備につ いては、事業 性の確保など

の課題の整理・検討に、関係自治体や鉄道事業者などと

連携して取り組むとともに、国に対しては、公的支援の

拡大等について働きかけを行っていく。  
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「 北 の ゲ ー ト 」 「 南 の ゲ ー ト 」 及 び 交 通 政 策 審 議 会 答 申 第 198号 の  

神 奈 川 県 の 路 線 等 を 示 し た も の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 北 の ゲ ー ト 」 「 南 の ゲ ー ト 」 及 び 交 通 政 策 審 議 会 答 申 第 1 9 8号 の 神 奈 川 県 の

路 線 等 を 示 し た も の  

参  考  


